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(57)【要約】
【課題】　カラー表現される資料データの色を，統一感
があり，かつ強調の表現効果を維持したまま色変換する
。
【解決手段】　オブジェクト情報取得部１５はスライド
２のオブジェクトのＲＧＢ値を取得する。各強調対象決
定部１６は，オブジェクトのＲＧＢ値の平均値を算出し
，ＲＧＢ平均値が最小値のオブジェクトを取り出して，
全要素に対する割合を算出し，当該取り出した要素の割
合が所定値を超えない場合に，最小値から強調部品値を
決定する。色適用判断部１８は，スライド２のオブジェ
クトを取り出し，ＲＧＢ平均値が強調部品値以下であれ
ば強調部品と判定する。色適用部１９は，強調部品のオ
ブジェクトの背景をカラーパレットで指定された強調色
に，文字を強調色に対応付けられた文字色に変換し，強
調部品以外のオブジェクトの背景を基調色の背景色に，
文字を基調色に対応付けられた文字色に変換する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラー表現される資料データを構成する要素の色を変換する色変換処理を，コンピュー
タに実行させるための色変換処理プログラムであって，
　要素の背景色として用いられる同系の複数の色と，前記各色と対応付けられた文字色と
で構成されるカラーパレットから，色変換処理で用いる強調色および基調色を選択するカ
ラーパレット選択処理と，
　前記資料データの各要素のＲＧＢ値を取得する要素情報取得処理と，
　前記資料データの所定の範囲に含まれる要素について，各要素のＲＧＢ値の平均値を算
出し，前記ＲＧＢ平均値が最小の要素を取り出し，当該取り出した要素と前記所定の範囲
の全要素との割合を算出し，前記取り出した要素の割合が所定値を超えない場合に，前記
ＲＧＢ値の最小値にもとづいて強調部品値を決定する強調部品特定処理と，
　前記ＲＧＢ平均値が前記強調部品値以下である前記要素を強調部品と判定し，前記強調
部品の背景を前記強調色に，前記強調部品の文字を前記強調色に対応付けられた文字色に
，前記強調部品以外の要素の背景を前記基調色の背景色に，前記強調部品以外の要素の文
字を前記基調色に対応付けられた文字色に，それぞれ変換する色適用処理とを，
　前記コンピュータに実行させるための
　色変換処理プログラム。
【請求項２】
　前記強調部品特定処理において，前記最小値から，前記強調部品値より値が大きい第２
の強調部品値を決定する処理と，
　前記色適用処理において，前記強調部品以外の要素であって，前記ＲＧＢ平均値が前記
第２の強調部品値以下である要素を準強調部品と判定し，前記カラーパレットに含まれる
前記強調色より明るい色を用いて前記準強調部品を色変換する処理とを，
　前記コンピュータに実行させるための
　請求項１に記載の色変換処理プログラム。
【請求項３】
　前記要素情報取得処理において，前記資料データの文字の文字色およびフォントを取得
する処理と，
　前記強調部品特定処理において，前記取得された文字色の文字の出現数を前記文字色ご
とに算出し，前記文字出現数の全文字数に対する割合が所定値を超えない文字色であって
出現文字数が最少のものを強調文字色として決定し，前記取得されたフォントの文字の出
現数を前記フォントごとに算出し，前記文字出現数の全文字数に対する割合が所定値を超
えないフォントであって出現文字数が最少のものを強調フォントとして決定する前記強調
部文字特定処理と，
　前記色適用処理において，前記資料データの文字のうち前記強調文字色または前記強調
フォントに該当する文字を強調文字と判定し，当該強調文字の色を所定の文字色に変換し
，または当該強調文字を含む要素を強調部品と特定して当該強調部品の背景および文字の
色を前記強調色に変換する処理とを，
　前記コンピュータに実行させるための
　請求項１ないし請求項２のいずれか一項に記載の色変換処理プログラム。
【請求項４】
　前記資料データの要素のうち，ユーザによって指定された要素または文字を非変換対象
とする非変換対象設定処理と，
　前記色適用処理において，前記非変換対象の要素または文字を色変換処理の対象外とす
る処理とを，
　前記コンピュータに実行させるための
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の色変換処理プログラム。
【請求項５】
　前記非変換対象設定処理において，ＲＧＢ値各々が同値である前記要素を非変換対象と
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する処理を，
　前記コンピュータに実行させるための
　請求項４に記載の色変換処理プログラム。
【請求項６】
　カラー表現される資料データを構成する要素の色を変換する色変換処理を，コンピュー
タに実行させるための色変換処理装置であって，
　要素の背景色として用いられる同系の複数の色と，前記各色と対応付けられた文字色と
で構成されるカラーパレットから，色変換処理で用いる強調色および基調色を選択するカ
ラーパレット選択部と，
　前記資料データの各要素のＲＧＢ値を取得する要素情報取得部と，
　前記資料データの所定の範囲に含まれる要素について，各要素のＲＧＢ値の平均値を算
出し，前記ＲＧＢ平均値が最小の要素を取り出し，当該取り出した要素と前記所定の範囲
の全要素との割合を算出し，前記取り出した要素の割合が所定値を超えない場合に，前記
ＲＧＢ値の最小値にもとづいて強調部品値を決定する強調部品特定部と，
　前記ＲＧＢ平均値が前記強調部品値以下である前記要素を強調部品と判定し，前記強調
部品の背景を前記強調色に，前記強調部品の文字を前記強調色に対応付けられた文字色に
，前記強調部品以外の要素の背景を前記基調色の背景色に，前記強調部品以外の要素の文
字を前記基調色に対応付けられた文字色に，それぞれ変換する色適用部とを備える
　色変換処理装置。
【請求項７】
　コンピュータが，カラー表現される資料データを構成する要素の色を変換する色変換処
理方法であって，
　要素の背景色として用いられる同系の複数の色と，前記各色と対応付けられた文字色と
で構成されるカラーパレットから，色変換処理で用いる強調色および基調色を選択するカ
ラーパレット選択処理ステップと，
　前記資料データの各要素のＲＧＢ値を取得する要素情報取得処理ステップと，
　前記資料データの所定の範囲に含まれる要素について，各要素のＲＧＢ値の平均値を算
出し，前記ＲＧＢ平均値が最小の要素を取り出し，当該取り出した要素と前記所定の範囲
の全要素との割合を算出し，前記取り出した要素の割合が所定値を超えない場合に，前記
ＲＧＢ値の最小値にもとづいて強調部品値を決定する強調部品特定処理ステップと，
　前記ＲＧＢ平均値が前記強調部品値以下である前記要素を強調部品と判定し，前記強調
部品の背景を前記強調色に，前記強調部品の文字を前記強調色に対応付けられた文字色に
，前記強調部品以外の要素の背景を前記基調色の背景色に，前記強調部品以外の要素の文
字を前記基調色に対応付けられた文字色に，それぞれ変換する色適用処理ステップとを備
える
　色変換処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，カラー表現された書類やスライドなどの資料データを構成する要素の色を変
換する処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータを用いて作成される提案書や資料などの書類やスライドなどの資料（以下
，単に「資料データ」という）は，カラー表現が前提となっている。コンピュータのデー
タ作成処理プログラムによって簡単に色つきの資料データが作成できる。そのため，資料
データに多くの色が使用される傾向がある。また，資料データのどの要素にどの色を使用
するかの判断は，作成者に委ねられているため，作成者の考えや嗜好に影響されやすい。
【０００３】
　さらに，資料データは，コンピュータのデータ記憶装置に保存して再利用できる。その
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ため，作成者や作成時期・場所が異なる様々な資料データが組み合わされ，新たな資料デ
ータが作成されることも多くなっている。元の資料データがそのまま流用されて作成され
た資料データでは，色使いがばらばらで，配色の統一感が損なわれていることがある。ま
た，使用される色が多過ぎて，かえって見づらくなっていることがある。
【０００４】
　したがって，多色使いの資料データを見やすくするために，使用する色の範囲を指定し
たり，色数を抑えたりして色のバランスを考慮するなど，配色に対する意識が高くなって
いる。
【０００５】
　配色を考慮した文書作成を支援する従来技術として，基準となる色を指定し，基準色の
彩度または明度に応じて文書内の色を明度または彩度の一方を変動させ，明度や彩度が調
和した配色となるように色変換を行う配色処理が知られている（特許文献１）。
【特許文献１】特開２００６－０８１１０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　カラー表現される資料データを作成する場合に，全体として統一感がある配色を考慮す
ることだけでなく，強調されるべき部分が適切に強調表現されていることが必要である。
重要な部分が容易に把握できるように，その部分だけ色を変えて目立たせることは，一般
的な表現手法であるが，強調部分の割合が多過ぎると，強調部分と他の部分との区別がつ
きにくくなり，かえって強調の効果が失われてしまう。例えば，強調する部分は，一覧可
能な範囲の１０％～１５％程度の割合である場合に，最も効果的に印象を与えことができ
ることが経験則として認識されている。
【０００７】
　したがって，統一感のある配色だけでなく，強調部分と通常の部分との割合を考慮して
強調表現されるような資料データを作成する必要がある。
【０００８】
　従来では，作成者が手作業で要素に適用色を指定したり，または，いったん資料データ
の要素をグレースケールで表示したりして，グレースケールをもとに適用する色を指定す
るなどの作業を行っていた。特に，分量の多い資料データが複数の者で分担して作成され
る場合に，強調する部分の特定，強調する部分に適用する色などの判断は，作成者個々に
委ねられ，また，作業コンピュータの色設定環境が同じであるとは限らず，全体を通じた
統一的な判断は，いっそう困難であった。
【０００９】
　前記の特許文献１の技術では，ユーザが指定した基準色の明度または彩度の値の高低に
よって，彩度または明度を変動させて文書を配色する複数の色を生成し，生成した色と基
準色との明度の対比が大きい範囲を，強調部分の明度値の範囲として使用し，ユーザが指
定した強調部分の色数分だけ変換色が生成される。そのため，基準色をもとにした統一的
な配色を行うことができる。しかし，強調部分は，明度値の対比が高い色を用いて色変換
されるだけであり，強調部分の表現効果を考慮した色変換を行うことはできなかった。
【００１０】
　また，資料データの中で，色だけが異なる語句などの文字部分が強調されている場合に
は，明度および彩度による判定が行えず，適切な色変換を行うことができなかった。
【００１１】
　さらに，文字が含まれる図形的要素が強調されている場合に，要素の背景色のみが変換
され，要素内で背景と重なる文字色が変換されないために，文字が見えにくくなることが
あった。
【００１２】
　本発明の目的は，全体として統一感のある色が適用され，かつ，強調の表現効果を維持
した資料データの色変換処理を実現することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は，カラー表現される資料データを構成する要素の色を変換する色変換処理を，
コンピュータに実行させるための色変換処理プログラムであって，以下の処理を行うもの
である。
【００１４】
　本発明を実行するコンピュータは，要素の背景色として用いられる同系の複数の色と，
前記各色と対応付けられた文字色とで構成されるカラーパレットを保持しておく。
【００１５】
　そして，色変換の対象とする資料データの各要素のＲＧＢ値を取得する。各要素のＲＧ
Ｂ各値の平均値を算出し，ＲＧＢ平均値が最小値の要素を取り出し，当該取り出した要素
と全要素との割合を算出し，当該取り出した要素の割合が所定値を超えない場合に，この
最小値にもとづいて強調部品値を決定する。
【００１６】
　そして，資料データの要素を一つずつ取り出し，このＲＧＢ平均値が強調部品値以下で
ある場合にその要素を強調部品と判定する。強調部品については，その背景をカラーパレ
ットで指定された強調色に，文字を前記強調色に対応付けられた文字色に変換する。また
，強調部品以外の要素については，その背景を基調色の背景色に，文字を基調色に対応付
けられた文字色に変換する。
【００１７】
　かかる処理により，資料データを構成する要素に所定のカラーパレットから選択された
色を適用して統一感を生じさせ，かつ，強調したい部分が効果的に表現されるような資料
データ作成処理を支援することができる。
【００１８】
　特に，処理対象の資料データの強調させた要素は，スライドやページなど所定の範囲内
で適切な割合で出現している場合のみ強調部品と判断されるため，強調させた要素が多す
ぎる場合には強調色が適用されない。よって，作成者に，強調部分の過多を気付かせ，適
切な強調表現への修正の機会を与えることができる。
【００１９】
　さらに，カラーパレットにおいて要素の背景色と対応付けて文字色を設定するため，強
調部品の背景と文字の色を適切な対比で変換することができ，色変換処理後に強調部品の
要素内の文字が見づらくなることを防ぐことができる。
【００２０】
　また，本発明では，前記強調部品特定処理において，最小値から，強調部品値より値が
大きい第２の強調部品値を決定し，前記色適用処理において，強調部品以外の要素であっ
て，ＲＧＢ平均値が前記第２の強調部品値以下である要素を準強調部品と判定し，カラー
パレットに含まれる前記強調色より明るい色を用いて準強調部品を色変換することができ
る。これにより，多段階の強調表現を保持した色変換を行うことができる。
【００２１】
　さらに，本発明では，前記要素情報取得処理において，資料データの文字の文字色およ
びフォントを取得し，前記強調部品特定処理において，取得された文字色／フォントの文
字の出現数を文字色／フォントごとに算出し，文字出現数の全文字数に対する割合が所定
値を超えない文字色／フォントであって出現文字数が最少のものを強調文字色／強調フォ
ントとして決定し，前記色適用処理において，前記資料データの文字のうち強調文字色／
強調フォントに該当する文字を強調文字と判定し，強調文字の色を所定の文字色に変換し
，または強調文字を含む要素を強調部品と特定して強調部品の背景および文字の色を前記
強調色に変換することができる。
【００２２】
　これにより，資料データの文字について，文字色やフォントによって強調させた語句（
文字）が適切な割合で強調されている場合に，これらの強調された語句に対する強調表現
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を適切に保持することができる。
【００２３】
　さらに，本発明では，資料データの要素のうち，ＲＧＢ値各々が同値である要素，また
は，ユーザによって指定された要素または文字を非変換対象とし，前記色適用処理におい
て，非変換対象と設定された要素のＲＧＢ値をそのまま保持することができる。
【００２４】
　これにより，ＲＧＢ各値が同値であるようなグレー色系の要素や，ユーザが指定した要
素などの色を色変換から排除して，柔軟な色変換処理を実現することができる。
【００２５】
　なお，ＲＧＢ各値が同値の要素（グレー色系）が非変換対象であるのは，ＲＧＢ値が均
衡し，どのような色とも調和できるからである。
【００２６】
　さらに，本発明は，別の態様として，前記の処理を実現する処理部を備える処理装置，
または，コンピュータが行う前記処理のステップを備える処理方法であってもよい。
【００２７】
　なお，本発明にかかるプログラムは，コンピュータが読み取り可能な可搬媒体メモリ，
半導体メモリ，ハードディスクなどの適当な記録媒体に格納することができ，これらの記
録媒体に記録して提供され，または，通信インタフェースを介して種々の通信網を利用し
た送受信により提供される。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば，資料データを構成する要素や文字の色を，カラーパレットからユーザ
が選択した色を用いて一括して変換するだけでなく，資料データ内で強調されている要素
を識別し，色変換処理後も強調表現を維持することができる。
【００２９】
　特に，所定の範囲内で要素が適切な割合で強調されている場合にのみ，その要素を強調
色で色変換するため，強調部分の割合を作成者に気付かせることができ，強調表現の効果
を意識した資料データ作成作業を支援することができる。
【００３０】
　また，色変換処理の対象としない要素をユーザ指定できるため，柔軟な強調表現に対応
することができる。
【００３１】
　このように，従来は手作業によって行っていた強調部分の色変換処理を自動化できるた
め，資料データ作成作業の負担を軽減し，見栄えの良い資料データを簡単に作成すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　図１は，本発明を実施するための最良の形態における構成例を示す図である。
【００３３】
　本発明にかかる色変換処理装置１は，資料データであるスライド２を構成する要素およ
び文字（以下，オブジェクトという）の色を，予め備えられたカラーパレットの色を用い
て変換処理し，処理結果である処理済みスライド２’を出力する装置である。
【００３４】
　本形態では，処理対象とするオブジェクトは，文字データおよび文字を含む図形データ
とし，写真などのイメージデータは対象としない。また，オブジェクトに対する強調表現
を２段階とし，最も強調したいオブジェクトを強調部品，次に強調したいオブジェクトを
準強調部品とする。
【００３５】
　図２は，強調部品および準強調部品の全体に対する適切な割合の例を示す図である。
【００３６】
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　この割合例において，処理前のスライド２の中で，強調のために濃い色が適用されてい
るオブジェクト数が全オブジェクト数に対して１５％である場合に，これらのオブジェク
トは強調部品として特定され，カラーパレットで用意された強調部品用の「強調色」が適
用される。強調部品を１０％～１５％程度に抑えることによって，何を主張しているのか
を明確にすることができる。
【００３７】
　また，強調部品の次に濃い色が適用されているオブジェクト数が全オブジェクト数に対
して２０％である場合に準強調部品として特定され，カラーパレットで用意された準強調
部品用の「準強調色」が適用される。準強調部品を全体の２０％程度に抑える理由は，や
や強調するような表現を多用すると，かえって強調したい点が不明確になってしまうから
である。
【００３８】
　なお，強調部品または準強調部品以外のオブジェクトは，非強調部品として基調色が適
用される。
【００３９】
　図３は，カラーパレットの例を示す図である。
【００４０】
　カラーパレットには，同系の色で構成されるカラーグループ（例えば，青色，緑色など
）が設定される。各カラーグループでは，明るさが異なる複数の色が定義される。色は，
強調部品の背景色に適した「強調系明暗色（強調色）」，準強調部品の背景色に適した「
やや強調系明暗色（準強調色）」が用意される。強調色および準強調色は，それぞれ同時
に適用される文字色が対応付けられて定義される。
【００４１】
　例えば，図３に示すように，カラーパレットで用意された青色グループには，強調色と
して，明るさの異なる３つの明暗色，準強調色として３つのやや明暗色が定義される。ま
た，元のオブジェクトがグラデーションである場合に対応させて，グラデーションが定義
された強調色，準強調色が定義される。また，強調色の各々に対応付けられた文字色（白
色），準強調色に対応付けられた文字色（黒色）が定義される。なお，オブジェクトの枠
線の色も，強調色，準強調色，基調色各々に対応付けて定義される。
【００４２】
　色変換処理装置１は，ＣＰＵおよびメモリからなるコンピュータであり，ソフトウェア
プログラムなどによって構成される，事前定義設定部１１，事前定義記憶部１２，カラー
パレット選択部１３，カラーパレット記憶部１４，オブジェクト情報取得部１５，強調対
象決定部１６，強調部品値記憶部１７，色適用判断部１８，および色適用部１９を備える
。
【００４３】
　事前定義設定部１１は，スライド２を構成するオブジェクトのうち色変換処理の対象と
しないもの（非変換対象）を指定し，この指定情報を事前定義記憶部１２に格納する。非
変換対象は，オブジェクトの形状やデータ種をもとに指定される。オブジェクトの属性と
して，例えば，矩形，丸，矢印などの図形種別を用いて指定する。また，事前定義設定部
１１は，処理対象をスライド２のページとするか，ユーザ指定によって選択されたオブジ
ェクトとするかなど，処理単位とする範囲の設定を行う。
【００４４】
　カラーパレット選択部１３は，カラーパレット記憶部１４に格納された図３に示すよう
なカラーパレットの中から，強調部品に適用する強調色，準強調部品に適用する準強調色
などを選択する。
【００４５】
　オブジェクト情報取得部１５は，スライド２を構成する各オブジェクトについて，オブ
ジェクトの背景または文字のＲＧＢ表色系の色情報（Ｒ値，Ｇ値，Ｂ値），また，文字の
色情報（Ｒ値，Ｇ値，Ｂ値）およびフォント名を取得する。
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【００４６】
　強調対象決定部１６は，スライド２を構成するオブジェクトを強調部品または準強調部
品と特定するための閾値を決定する。具体的には，スライド２の各オブジェクトのＲＧＢ
各値の平均値を算出し，算出したＲＧＢ平均値が最小値であるオブジェクトをすべて取り
出す。取り出されたオブジェクト数と全オブジェクト数との割合を算出し，取り出された
オブジェクトの割合が所定値を超えなければ，この最小値にもとづいて強調部品値を決定
する。なお，最小値を持つオブジェクトと全オブジェクトとの割合は，オブジェクト数だ
けでなく，オブジェクトの面積を用いてもよい。
【００４７】
　また，カラーパレットに準強調色が指定されている場合に，強調部品値の場合と同様に
処理して準強調部品値を算出する。
【００４８】
　また，スライド２の文字について，文字色／フォントごとに出現数を算出する。そして
，文字色／フォントごとに，文字出現数と全文字数との割合を算出し，文字出現数の割合
が所定値を超えない文字色／フォントであって出現文字数が最少のものを強調文字色およ
び強調フォントとして決定する。
【００４９】
　強調部品値記憶部１７は，強調対象決定部１６で決定された強調部品値，準強調部品値
，強調文字色，および強調フォントを記憶する。
【００５０】
　色適用判断部１８は，スライド２のオブジェクトのＲＧＢ平均値が強調部品値以下であ
る場合にそのオブジェクトを強調部品と，ＲＧＢ平均値が強調部品値を超え準強調部品値
以下である場合にそのオブジェクトを準強調部品と判定する。さらに，スライド２の文字
のうち，強調文字色または強調フォントのいずれかに該当する文字を強調文字と判定する
。
【００５１】
　色適用部１９は，強調部品と判定されたオブジェクトの背景の色を強調色に変換し，文
字を強調色に対応付けられた文字色に変換する。また，準強調部品と判定されたオブジェ
クトについても同様に色変換処理を行う。また，強調文字および強調文字を含むオブジェ
クトも強調部品として色変換処理を行う。
【００５２】
　図４は，スライド２のオブジェクトに対する変換処理の流れを示す図である。
【００５３】
　ステップＳ１では，色変換処理装置１の事前定義設定部１１は，ユーザが入力した指定
にもとづいて，事前定義として，色変換処理を行わない非変換対象とするオブジェクトの
種別を設定する。
【００５４】
　次にステップＳ２では，カラーパレット選択部１３は，カラーパレット記憶部１４に格
納されたカラーパレットから，オブジェクトに適用するカラーグループ，強調色，基調色
などを選択する。
【００５５】
　ステップＳ３では，事前定義設定部１１は，処理対象範囲とする単位を選択する。例え
ば，スライド／ページ単位，またはユーザが選択したオブジェクト群とする。
【００５６】
　ステップＳ４では，オブジェクト情報取得部１５は，スライド２のデータを読み込み，
各オブジェクトの色情報としてＲＧＢ値を取得する。各文字の文字色およびフォントを取
得する。
【００５７】
　ステップＳ５では，強調対象決定部１６は，オブジェクトのＲＧＢ値の平均値を算出し
，ＲＧＢ平均値が最小値であるオブジェクトを取り出し，取り出したオブジェクト数と全
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オブジェクト数との割合を算出し，取り出したオブジェクト数の全オブジェクト数に対す
る割合が１０％以下であれば，最小値から強調部品値を算出する。例えば，最小値を５％
増加させた値を強調部品値とする。
【００５８】
　また，必要であれば，同様の処理によって，準強調部品値を算出する。
【００５９】
　また，文字の出現数を，文字色ごとに算出し，各文字色の文字出現数と全文字数との割
合を算出する。そして，文字出現数の割合が所定値を超えない文字色，であって出現文字
数が最少のものを強調文字色として決定する。同様に，フォントごとに文字出現数を算出
し，全文字数との割合を算出して，文字出現数の割合が所定値を超えないフォントを強調
フォントとして決定する。
【００６０】
　ステップＳ６で，スライド２の全オブジェクトについて色変換処理を開始し，色適用判
断部１８は，ステップＳ７～ステップＳ１２の処理をオブジェクト数分繰り返して（ステ
ップＳ１３），処理を終了する。
【００６１】
　まず，ステップＳ７では，オブジェクト情報取得部１５が保持するスライド２のオブジ
ェクトの色情報を取得する。
【００６２】
　ステップＳ８では，オブジェクトに適用する範囲を判定する。すなわち，オブジェクト
が強調部品，準強調部品に該当するか，文字が，強調文字色，強調フォントに該当するか
を判定する。オブジェクトのＲＧＢ平均値が強調部品値以下であれば強調部品と判定し，
オブジェクトのＲＧＢ平均値が強調部品値より大きく準強調部品値以下であれば準強調部
品と判定する。また，文字またはオブジェクトの文字が強調文字色または強調フォントの
いずれかに該当すれば強調部品と判定する。
【００６３】
　適用範囲が強調部品であれば（ステップＳ９），オブジェクトの色をカラーパレットか
ら選択された強調色で変換する（ステップＳ１０）。
【００６４】
　オブジェクトの文字が強調文字色または強調フォントに該当する場合に，オブジェクト
の背景色が白，黒，または灰色であれば，文字に対して所定の修飾処理，例えば，太文字
，下線付けなどを行う。
【００６５】
　また，適用範囲が準強調部品であれば（ステップＳ９），オブジェクトの色を準強調色
で変換する（ステップＳ１１）。
【００６６】
　また，適用範囲が強調部品，準強調部品のいずれでもなければ，すなわち，基調部品で
あれば（ステップＳ９），オブジェクトの色を基調色で変換する（ステップＳ１２）。
【００６７】
　以上の処理をオブジェクト数分繰り返し（ステップＳ１３），全てのオブジェクトの色
変換を行うことによって，スライド２のオブジェクトはカラーパレットで指定されたカラ
ーグループを用いて表現され，強調されたオブジェクト，やや強調されたオブジェクトも
そのまま表現が維持される。
【００６８】
　図５～図８は，オブジェクトの色変換処理の具体例を示す図である。
【００６９】
　図５は，処理対象のスライド２の例を示す図である。図５のスライド２には，７つのオ
ブジェクト（ｏｂ１～ｏｂ７）が含まれている。図６は，図５のスライド２の各オブジェ
クト（ｏｂ１～ｏｂ７）の背景色および文字色のＲＧＢ値を示す図である。各オブジェク
トの背景色および文字色は，以下のように設定されている。
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【００７０】
　オブジェクトｏｂ１の背景色＝淡緑～白のグラデーション，文字色＝黒色；
　オブジェクトｏｂ２の背景色＝淡灰色，文字色＝黒色；
　オブジェクトｏｂ３の背景色＝淡灰色，文字色＝黒色；
　オブジェクトｏｂ４の背景色＝濃ピンク色，文字色＝黒色；
　オブジェクトｏｂ５の背景色＝淡灰青色，文字色＝黒色；
　オブジェクトｏｂ６の背景色＝淡灰青色，文字色＝黒色；
　オブジェクトｏｂ７の背景色＝濃黄色，文字色＝濃赤色；
　さらに，図３に示すカラーパレットで，緑色系のグループから強調色（Ｒ：２６，Ｇ：
８２，Ｂ：６），準強調色（Ｒ：１６５，Ｇ：２３３，Ｂ：１７１），基調色（Ｒ：２５
５，Ｇ：２５５，Ｂ：２５５）が指定される。また，事前定義として，グレー（無色）系
のオブジェクトは非変換対象に設定されているとする。
【００７１】
　事前定義により，スライド２のオブジェクトｏｂ２，ｏｂ３は，処理対象からはずされ
る。残りのオブジェクトｏｂ１，ｏｂ４～ｏｂ７各々について，ＲＧＢ平均値が算出され
，オブジェクトｏｂ７のＲＧＢ平均値（＝１７０）が最小値となる。したがって，オブジ
ェクトｏｂ７と他のオブジェクトとの割合を算出し，所定の割合（例えば１５％）を超え
ていないので，この最小値を強調部品値とする。さらに，オブジェクトｏｂ４のＲＧＢ平
均値（＝２０４）が次に小さい値であり，所定の割合を超えていないので，この最小値を
準強調部品値とする。
【００７２】
　そして，色変換処理では，スライド２のオブジェクトのＲＧＢ平均値が，前記の強調部
品値，準強調部品値と比べられて，適用する色が決定される。
【００７３】
　その結果，オブジェクトｏｂ７の背景および文字が強調色に変換され，オブジェクトｏ
ｂ４の背景および文字が準強調色に変換され，オブジェクトｏｂ５，ｏｂ６が基調色に変
換される。
【００７４】
　図７は，処理済みスライド２’の例を示す図である。図８は，図７の処理済みスライド
２’のオブジェクトｏｂ１～ｏｂ７の背景色および文字色のＲＧＢ値を示す図である。
【００７５】
　図５に示すように，処理前のスライド２では，色系統が異なる５色（淡緑色，淡灰色，
濃ピンク色，淡青色，濃黄色）が適用されていた。しかし，図７に示すように，処理済み
スライド２’のオブジェクトｏｂ１～ｏｂ７には緑色系の色が適用され，色適用に統一感
を生じさせ，さらに，強調させたいオブジェクトｏｂ７，ｏｂ４も適切に強調して表現さ
れていることがわかる。
【００７６】
　以上，本発明をその実施の形態により説明したが，本発明はその主旨の範囲において種
々の変形が可能であることは当然である。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明を実施するための最良の形態における構成例を示す図である。
【図２】強調部品および準強調部品の全体に対する適切な割合の例を示す図である。
【図３】カラーパレットの例を示す図である。
【図４】オブジェクトに対する変換処理の流れを示す図である。
【図５】処理対象のスライドの例を示す図である。
【図６】図５のスライドのオブジェクトの背景色および文字色のＲＧＢ値を示す図である
。
【図７】処理後のスライドの例を示す図である。
【図８】図７のスライドのオブジェクトの背景色および文字色のＲＧＢ値を示す図である
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【符号の説明】
【００７８】
　１　色変換処理装置
　１１　事前定義設定部
　１２　事前定義記憶部
　１３　カラーパレット選択部
　１４　カラーパレット記憶部
　１５　オブジェクト情報取得部
　１６　強調対象決定部
　１７　強調部品値記憶部
　１８　色適用判断部
　１９　色適用部
　２　スライド
　２’　処理済みスライド

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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